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ありえない！！ 「被災原発」である 

女川原発の再稼働は許されない！！ 
 

あの東日本大震災からもうすぐ 8 年になる。大

きな被害を受けた沿岸地域でも、紆余曲折はあり

つつもなんとか復興への道を歩んでいる。 

そうした中、女川原発 2 号機の再稼働の動きが

加速している。すでに原子力規制委員会での審査

会合は 138 回にのぼっている。（2018.12.20

現在）これを受けて 2019 年春にも「合格」が出

るのではないかといわれていたが、「東北電力の対

応に不備」（『河北新報』2018.12.26）があった

ため、もう少し長引きそうだが、いずれにしても

2019 年内に「合格」がでる可能性は高い。 

 

その一方で、昨年 10 月 25 日、東北電力は運

転開始から 35 年を迎える女川原発 1 号機の廃炉

を決定した。全国的な廃炉の波が、ついに東北電

力にも達したのである。しかし、福島と同じマー

クⅠ型の 1 号機の廃炉は以前から囁かれていた。

それがこのタイミングで決まったのは、まさしく

1号機の廃炉と引き換えに 2号機の再稼働を進め

るために他ならない。 

 

しかし、女川原発を動かす理由は、東北電力の

都合以外は何もない。まずなによりも、女川原発

は福島原発同様、東日本大震災で被災した「被災

原発」であるということだ。震災当時 5 系統あっ

た外部電源は 4 系統まで停止し、また火災を熾す

など数十か所にわたる被害を受けた。なかでも原

子炉建屋の耐震壁には 1130 か所でひび割れが

生じ、初期剛性が最大７割も低下してしまった。

これに対し、東北電力は 3500 億円もの巨額を注

ぎ込んで安全性対策工事を行っているが、その肝

となる 29ｍの防潮堤の杭が一部地盤まで届いて

おらず、追加の土壌改良工事が規制委員会から求

められるという失態をさらしている。 

さらに、震災以降、節電意識・体制の向上や他

の電力会社への「切り替え」により、東北電力の

販売電力量は、2010 年度の 827 億 kWh から、

2017 年度の 720 億 kWh に、13％・107 億

kWh も減っている。そして 2010 年度の女川原

発 3 機合わせた発電量は 125 億 kWh なので、

ほぼ女川原発での発電分が減ったということだ。

あれだけ「原発がないと電気はどうするんだ」と

言われていたが、蓋を開ければ、生活や企業活動

になんら支障がない状態が維持されている。 

 

何より、もし女川原発で事故が起こった場合、

被ばくせずに避難することは不可能だということ

だ。女川原発のある牡鹿半島は 3.11 震災時に道

路がズタズタとなり、車での避難は不可能になっ

た。また半島部の先端の住民は船やヘリコプター

で避難することを想定しているが、津波や、高潮

などの荒天の際は不可能であり、「屋内退避」を基

本とするよう考えているようだが、これでは万が 

一高線量の放射能が漏れ出た場合、被ばくを避け 

 

 

「みやぎ脱原発・風の会2019会員のつどい」 
日時□2019 年２月１６日（土）18 時～20 時 

会場□仙台市戦災復興記念館４階第４会議室 

（仙台市青葉区大町２－１２－１） 

内容□2019年の「風の会」運動方針と参加者の意見交換 など 
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ることはできない。さらに原発立地自治体の一つ

石巻市の原子力避難計画によれば、全県 27 市町

に 15 万人を避難させることを想定しているが、

それぞれの避難所の運営は石巻市の職員が行うと

いう。果たしてそんなことができるのか？ 

さらにいえば、国が発表した 2045 年の人口推

計によれば、宮城県で最も人口が落ち込むと予想

されているのが、他ならぬ女川町で、今の半分以

下の約 3000 人にまで落ち込むと予想されてい

る。もちろん震災の影響は少なからずあるが、同

時に原発が地域おこしに全くつながらなかったこ

とが、誰の目にも明らかになった。 

 

一方、そうしたなか宮城県では、市民が中心と

なって、昨年 10 月 2 日～12 月 2 日の２ヶ月間、

「女川原発の再稼働の是非を県民投票で決めよ

う！」という県民投票条例制定の直接請求署名運

動が取り組まれ、議会提出のために必要な有権者

の 2％の約４万筆を大きく超える 11 万筆以上の

署名を集めるという、大成功を収めることができ

た。もちろんこの署名はあくまで「県民投票で決

めよう」というものであり、再稼働反対の運動で

はないのだが、実際には多くの原発に疑問をもっ

ている宮城県中の方々がものすごく積極的に署名

を集められたことが、この運動の成功につながっ

たのは間違いない。 

震災以降、全国でもそうだが、宮城県でも世論

調査のたびに必ず「再稼働反対」が大きく「賛成」

を上回ってきたのに、いざ「地元合意」となると

知事や市長・町長、あるいは議会だけで決まって

しまっている現状に、「それはないだろう」と思う

多くの県民の潜在的な声が、今回本当に表に出た

形となり、村井知事に対する大きなプレッシャー

になるのは間違いないと思われる。 

しかし、実際に「県民投票」が実現されるため

には、この 2 月県議会で可決されなければならな

い。まさに会派を超えて、どうその必要性を議員

ひとりひとりに納得してもらうかという課題が待

ち構えている。その努力を行いつつ、また同時に

多くの県民にこの問題を考えてもらう機会をつく

って、再稼働をめぐる大きな議論の場を形成して

いくことが、今年の目標になるだろう。 

原発をめぐる議論の先には「私たちは何を大事

にしていくのか、何を残していくのか」という問

題に突き当たると思うが、その議論を通じて宮城

の民主主義を育んでいきたいと思う。 

 

女川は、秋刀魚やホヤが揚がる素敵な港町だ。

同時に、他の地方と同様（それ以上）に過疎や人

口減少に悩んでいる。復興の巨額な資金が途絶え

つつあると同時に、1 号機廃炉に伴う電源 3 法交

付金の減収規模が向こう 10 年間で 10 数億円に

上ると言われるなか、女川のみなさんの気持ちに

どう寄り添っていけるのかが、原発に頼らない町

をつくるためにも大切だと思う。 

（事務局 舘脇章宏） 

 

 

ここから第二ステージの幕明けです！！ 

 114,303 筆を力に 「原発」県民投票条例の制定を！ 

 

【幾重にも広がる原発県民投票への期待】 

 

遡ること 2018 年 9 月 20 日の記者会見で、「

女川原発再稼働の是非をみんなで決める県民投票

を実現する会（以下みんなで決める会）」は、東北

電力女川原発２号機の再稼働について、県民に賛

否を問うべきだとして、地方自治法に基づき、県

民投票条例の制定を村井嘉浩知事に直接請求する

ため署名を集めると発表しました。「命や暮らし、

子どもたちの未来に関わる大事なことは、知事や

議会にお任せではなく、県民に選択させてほしい」

との趣旨です。 

10 月 2 日から 2 カ月で、請求に必要な有権者

数の 50 分の 1（約 4 万筆）以上の署名を集めな

ければなりません。県議会での県民投票条例可決

を見据えて、10 万筆を目標としました。 

この署名は、氏名や住所記入だけでなく、生年

月日・捺印が必須でハードルが高い署名でした。

署名を集める協力者（受任者）は、戸別訪問をし

て「原発反対署名ではありません」「大事なことは

みんなで決めませんか」など地道にお声をかけて

いきました。また、街頭でも対話を重ねて署名を

集めました。みんなで決める会では、受任者を応

援しようと宣伝カーを 2 台お借りして、声を枯ら

しながら県内を回りました。複数のメディアに取

り上げられるようになりました。すると、「署名は

どこでできますか？」と問い合わせも多くなり、

署名スポットを探そうと活動の輪が広がっていき

ました。 

署名開始から１か月。署名筆数は 17,015 筆。
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請求に必要な 4 万筆の半分にも満たない。折り返

し地点での厳しい数字となりました。しかし、誰

一人として諦めませんでした。毎日のように受任

者のみなさんが笑顔と共に署名用紙を届けに来ら

れました。話を伺うと「署名を断る人がほとんど

いないです」「街頭で署名待ちの列ができました」

「若者も署名してくれました」「署名用紙の追加を

ください」「受任者になります」と明るく話してく

ださいました。言霊のように響きました。 

その後、11 月 20 日現在で 57,294 筆となり

ました。4 万筆を超えて、活動の勢いはうなぎの

ぼり。様々なエピソードを聞くにつけ「待たれて

いた署名」だと確信していく仲間たちでした。署

名活動は、益々熱気を帯びていきました。事務所

では、ボランティアの皆さんが集結。署名を集め

る人も集計作業をする人も目的はひとつ。「県民投

票の実現」です。お互いに力を出し惜しみするこ

となく、心ひとつに頑張りました。 

皆様の大変なご尽力のうえの署名活動であった

ことは間違いありません。12 月 12 日、遂に目

標 10 万筆を上回る 113,046 筆（有権者数の

5.9％）の署名が集まったと記者発表しました。

数ヶ月かけて繋がり励ましあってきた結果が大き

な形になりました。うねりとなって共感の輪が幾

重にも広がっていく瞬間を目の当たりにしました。

2018 年内には、「ありがとう街宣」と銘打ち、

街頭で報告と謝辞を述べながらチラシを配りまし

た。 

お互いに喜びと労いの言葉を掛け合う場面が幾

つも見られました。時間がタイトで厳しくもあっ

た協働作業の中で、信頼関係も深まり市民力もア

ップしていると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/10提出
署名数

12/1名簿
有権者数

％

仙台市青葉区 10,691 245,580 4.4%

仙台市宮城野区 6,860 158,889 4.3%

仙台市若林区 6,208 114,337 5.4%

仙台市太白区 10,654 191,963 5.6%

仙台市泉区 10,195 179,928 5.7%

石巻市 8,514 123,995 6.9%

塩竈市 4,973 47,003 10.6%

気仙沼市 5,909 55,813 10.6%

白石市 1,412 29,615 4.8%

名取市 2,325 63,710 3.6%

角田市 1,402 25,188 5.6%

多賀城市 3,416 51,760 6.6%

岩沼市 1,998 36,588 5.5%

登米市 4,955 68,431 7.2%

栗原市 4,056 59,560 6.8%

東松島市 2,501 33,712 7.4%

大崎市 8,763 110,614 7.9%

富谷市 1,455 41,383 3.5%

蔵王町 356 10,472 3.4%

七ヶ宿町 164 1,230 13.3%

大河原町 1,431 19,726 7.3%

村田町 366 9,628 3.8%

柴田町 1,077 32,228 3.3%

川崎町 345 7,752 4.5%

丸森町 1,257 11,983 10.5%

亘理町 830 28,601 2.9%

山元町 212 10,853 2.0%

松島町 885 12,542 7.1%

七ヶ浜町 910 16,139 5.6%

利府町 1,064 29,557 3.6%

大和町 616 23,104 2.7%

大郷町 385 6,986 5.5%

大衡村 65 4,787 1.4%

色麻町 445 5,810 7.7%

加美町 1,272 20,199 6.3%

涌谷町 2,003 14,213 14.1%

美里町 2,499 21,138 11.8%

女川町 1,238 5,659 21.9%

南三陸町 596 11,321 5.3%

合計 114,303 1,941,997 5.9%

「原発」県民投票条例の制定を求める署名
１月10日本提出　市区町村別署名数
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【第二ステージ―舞台は宮城県議会へ】 

 

2019 年 1 月 10 日、市区町村の選挙管理委員

会への署名簿本提出を無事に終えました。町長選

挙で中断していた丸森町の署名分を加えて県内

39 市区町村合計で 114,303 筆となりました。

心からほっとして、嬉しくて、支えられながら皆

さんとともに歩んだ数ヶ月を思うと、涙が溢れま

した。心よりご協力に感謝申し上げます。ありが

とうございました。 

皆さん、ここから第二ステージの幕開けです。

2月 8日にみんなで決める会多々良代表が村井知

事へ本請求する予定です。知事は、意見書を付け

て県議会へ議案提案しなければなりません。県議

会議員の皆さまには、11 万 4 千人の県民の思い

を受け止めて頂き、県議会にて十分な時間を取っ

て審議してくださいますようお願い申し上げます。

県内の有権者の皆さま、多々良代表意見陳述の場

面があれば、大勢で県議会傍聴に参集し「原発県

民投票条例の制定」の行く末を見守ろうではあり

ませんか。また、地元選出の県議会議員さんへお

話を聞きに訪問したいと思います。皆さんのお知

恵を拝借させていただき、共に力を合わせて進み

たいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い

致します。 

（みんなで決める会 事務局長 鈴木智子） 

 

 

風の会・公開学習会 vol.13 「福島原発事故の原因は、東電の長年にわたる“安全性手抜き”」 

東電福島原発事故 「ＩＣ・手順書・保安規定」に、 

日本で最も迫る男ここにあり！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 15 日、仙台市市民活動サポートセンタ

ー・セミナーホールで、風の会・公開学習会 vol.13

が開催され、寒い中約 20 人が参加した。講師は

仙台原子力問題研究グループの石川徳春さん。 

 前回 vol.12 でも同じテーマで講演された石川

さんが、さらにその内容を深化させたということ

で、果たしてどんな内容になるのかと興味深く臨

んだが、印象に残ったのはその膨大な資料の読み

込みだった。おそらくこれほど東電の資料を読み

込んでいるのは国内でもそうはいないと思った。

その証拠に、石川さんは 1 月 12 日、東京での「も

っかい事故調」のオープンセミナーに講師として

呼ばれている。 

 さて、問題はその中身だ。とてもこの短い報告

ではすべてを紹介できないので、例によって私が

恣意的に頭に残ったものを以下箇条書きに。 

 

【ＩＣ】今回も主役はＩＣ（非常用復水器）だ。

どうも石川さんはＩＣを愛し（あいしー）ている

のではないかと思うほどこだわっている。しかし

実はそれも当然で、福島原発での事故は 1 号機で

ＩＣを適切に操作していれば（途中で止めたりし

なければ）、1 号機でのメルトダウンを遅らす（防

ぐ）ことができ、そうすれば 2 号機、3 号機での

事故も防ぐことができたのではないか、と考える

からだ。 

 原子炉のトラブルの際に冷却することが大事な

のはこれまでも何度も言われてきたことだが、今

回、改めて勉強になったのは、その熱をどこに捨

てるか、言い換えれば「最終ヒートシンク（すな

わち、海や大気）への排熱のプロセス」、というこ

とだ。「逃がし安全弁」や「ＲＣＩＣ（原子炉隔離

時冷却系）」などでの冷却では、熱はいったんＳ／

Ｐ（サブレッションプール）に移動させるだけな

ので、格納容器内そのものには熱が残ってしまう

ことに対し、ＩＣは「豚の鼻」から大気に直接除

去するので、熱が残らない。従って、Ｓ／Ｐの温

度・圧力を気にするといった要素が無くなるので、

その後の事故処理に有利に働くという利点がある。

（しかし実際には、福島原発事故ではかなり気に

したらしい。） 

 それでは、なぜこんなにすばらしいＩＣが今で

は使われていないのかといえば、石川さんによれ

ば「原発建屋にはすでに使用済核燃料冷却プール

があり、さらに 2 つ合わせて 200 トンもの重さ

があるＩＣを置くことは建物の安全上どうか、と

いうことではないか」とのことだった。他にも理
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由はあるのだろうが、一方でＩＣを見直そうとい

う動きもあるらしい。（でも、もう原発の改良に力

を入れて欲しくはないが…。） 

 

【なぜＩＣを止めたのか】 

それで、なぜこれほどすばらしい冷却機能をも

つＩＣを東電の作業員は止めてしまったのか？ 

それは東電の説明では「原子炉圧力容器温度低下

率が 55℃／ｈを超えないようにするため」とし

ている。これに対して、石川さんは「事故という

緊急時には、この 55℃／ｈを超えて温度が低下

してもそれは手順書の適用外であり、むしろ事故

の拡大を防ぐために必要なことだった」とする。

作業員の心理としては、急激な温度低下で、原子

炉の脆性破壊を恐れた可能性がある。また、大き

く圧力が下がったので、いったんＩＣを止めて様

子をみようとしたのかもしれない（この時はまだ

津波の前だった）。しかし、そこに落とし穴があっ

た。 

 

【どの手順書を参考にしたのか】 

では、その際作業員は 3 つある手順書（事象手

順書・徴候手順書・シビアアクシデント手順書）

のうち、どれを参考にしたのか？ 実際には「運

転員はいちいち手順書を目の前に広げながら運転

するわけではない。（が、）手順書はＢＷＲの運転

訓練センターでシミュレーション訓練を受けてい

るので体得している」（国会事故調報告）というこ

とだが、それにしても「体得」しているはずのど

の手順書を使うかは問題だ。 

 それについての東電の説明は二転三転している。

当初、東電は「事象手順書（スクラム・ＭＳＩＶ

閉）」で対応したと発表していた（2011.10.22）。

しかしその後、新潟県技術委員会に対する回答で

は、いつの間にか「徴候手順書」になっている。

そして、その「転換」の理由も明らかにされてい

ない。 

これに対する石川さんの見立てはこうだ。①「地

震」を起因にスクラムした今回の事故時は「事象

手順書の地震手順書」で対応すべきということに

なり、問題の多い地震手順書が「まな板」に乗っ

てしまうので、それを避けるために“方針転換”

したのではないか？ ②「事象手順書」では「圧

力調整段階」では温度降下率規定は適用外、とい

う指摘を回避するためではないか？ 

②についてはその通りだが、①について。事象

手順書というのは、具体的な事象（＝原因）に適

応した手順書になる。（これに対して「徴候手順書」

は具体的な原因は分からないが、なんらかの事態

（トラブル）が起こった場合、原因が分からない

ながらもその処理のために必要な手順書とのこと） 

今回の福島事故についていえば、津波の起こる

前の段階では、明らかに地震が起こってのトラブ

ルなので、原因は地震であり、したがって参考に

すべき手順書は「事象手順書・自然災害事故（大

規模地震）」であることは明らかだ。 

 それではなぜ東電はそれを参照したと言わない

のか？ それは、結論的にいえば、1 号機の地震

手順書は、実は 2010 年 2 月 11 日に作成した

ばかりで、2 号機の手順書の丸写しで、従って、

1 号機にはない RCIC や RHR の記載がある！（ケ

アレスミス？） また、石川さんの見立てでは「地

震手順書は“作成したばかり”だったから、東電

本部（報告作成者）すらその存在を十分認識して

おらず、検討対象に取り上げることができなかっ

たか、あるいは、手順を作成したものの一度も教

育訓練をしないまま定期点検を終わらせ、営業運

転を再開したら 5 ヶ月後に運悪く 3.11 地震に遭

遇してしまい、同手順書に即した対応ができなか

ったのが事実・真相ではないか」ということだ。 

 しかし、その辺を東電は認めようとはしていな

い。正しく手順書通りに行っていれば、事故をも

う少し？は抑えることができたのであれば、今後

も追及する必要がある。 

 

【柏崎刈羽の 1 号～5 号は運転できない？】 

あと、今回印象に残ったのは、柏崎刈羽原発 6

号機 7 号機の審査で「合格」が出された際の規制

委員会の次のコメントだ。 

「なお、本審査は、1 号炉から 5 号炉までの原

子炉圧力容器には燃料を装荷しないことを前提に

している」「また、重大事故等対策については、1

号炉から5号炉までの原子炉圧力容器に燃料を装

荷しないことを前提とした手順として確認した」

（2017.12.27 規制委柏崎刈羽原発審査書：3

頁および 298 頁） 

 つまり、規制委員会は、6 号機 7 号機の再稼働

は、1 号～5 号は再稼働しないことを前提にして

いたのだ。だからといって、6・7 号機の再稼働

は認められるわけではないが、また今後 1 号～5

号の審査があった場合に、またどうなるかは分か

らないが、それにしても思い切った言い方だと思

った。 

 

 以上、私が思ったことをつれづれ書いてみたが、

おそらくはもっと石川さんとして言いたいことが

あったに違いない。それは、また今後の『鳴り砂』

で展開されると思うので、ぜひ今後も『鳴り砂』

をご愛読下さい。今年もよろしくお願いいたしま

す。 

（中村あゆみは「翼の折れたエンジェル」しか知

らない たてわき） 
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「第 147 回女川原子力発電所環境保全監視協議会」「H30 年度環境放射能監視検討会」－傍聴記 

～なんか頼りない ２つの会議～ 

  

◎Ｈ30 年 11 月 19 日（月）に、第 147 回女川

原子力発電所環境保全監視協議会が開かれ、傍聴

してきました。（資料は、そのうち宮城県のＨＰに、

アップされます。） 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/o-

kyogikaigijyutukaikentokai.html 

傍聴は、3＋電力関係 2 とマスコミ 2（？）で

した。委員出席者は 18 名で、過半数が 17 名な

のでぎりぎりでした。 

 

１．いつもの如く、放射能と温排水の調査結果（Ｈ

30 年 7～9 月）が報告された。2018.8.5.に

空間ガンマー線が各局で上昇した。11 月 2 日

の「技術会」でも議論があったが、大陸（中国？

北朝鮮？か不明）から来たと思われ降水により

上昇したとの事。いずれの項目にも質問意見は

なく、確認された。 

Ｈ29 年度全体の、「温排水調査結果」につい

てでは、減少して問題になっていたアラメが増

加傾向にあるとの事。 

２．女川 2 号機の「適合性審査」について 

  先行他社との類似・相違点の考慮不足、論理

構築不十分で、規制委員会から資料提出を求め

られた。 

（「技術会」でも委員から問題視されていた。

又 11/21 の『河北新報』で、2019 年 1 月中

の規制委員会審査説明終了は困難と、報道され

た。） 

３．女川 1 号機の廃止について 

  女川町議会議長から、「1 号機廃止について地

元へ説明、2 号機などの再稼働を地域に理解を

得る」とあるが、地域・地元とはどこを指すの

か（従来は、立地自治体ではないのか）との質

問があり、電力は、女川、石巻、ＵＰＺ、そし

て県民、と言ったようなぼんやりした説明であ

った。又、女川 1 号機の設備利用率は、2010

年度末までで、67.4％との事だが、何故地震で

止まった後を切ってしまうのか？ゴマカシだと

思った。（下記『鳴り砂』の記事（Ｐ4）によれ

ば、2018 年 9 月までで 52～53％との事。

まあ半分しか動かなかったのですね。） 

https://miyagi-kazenokai.com/wp-content/

uploads/2018/11/2018.11.narisuna2-97

.pdf 

次回は、2019 年 2 月 15 日（金）です。 

◎同じ日Ｈ30 年 11 月 19 日（月）に、「H30

年度環境放射能監視検討会」もあった。 

 傍聴者 2＋電力関係者 2、マスコミ（不明）で

した。 

・新たな指標海産物の検討状況について 

 アラメが磯焼けで採取困難となり、「エゾノネジ

モク」を検討中である。ヨウ素 131 についての

濃縮係数が、アラメが 11000 に対して、エゾノ

ネジモクは未知なのに、H31 年度から指標海産

物として位置付けるとしたことに対して、委員か

らは「乱暴」という意見まで出されていた。 

・放射能と温排水の測定基本計画の変更が提案さ

れた。 

アラメの測定回数 4 回を、2 回等に減らす。ア

ラメに追加してエゾノネジモクの測定を追加する。

アラメ採取困難地点宮戸から小竹浜へ変更。（これ

については、会議終了後、私から県職員の方に、

小竹浜は 10km となり、対照海域としては近すぎ

るし、以前に七ヶ浜近くの調査点をやめた経緯が

あり、再検討するよう伝えた。） 

提案内容の問題点を再検討し、H31 年 2 月の

技術会・協議会に諮り、H31 年 4 月 1 日から実

施することとなった。 

（この検討会では、問題点が出ても、あまり解決

せずに決まってしまうと感じた。） 

（2019.1.7. 兵藤則雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/o-kyogikaigijyutukaikentokai.html
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/o-kyogikaigijyutukaikentokai.html
https://miyagi-kazenokai.com/wp-content/uploads/2018/11/2018.11.narisuna2-97.pdf
https://miyagi-kazenokai.com/wp-content/uploads/2018/11/2018.11.narisuna2-97.pdf
https://miyagi-kazenokai.com/wp-content/uploads/2018/11/2018.11.narisuna2-97.pdf
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女川原発の避難計画を考える会 

女川原発避難計画の合同公開説明会の開催を要求！ 
宮城県・石巻市へ 11 項目の質問提出 

 

2011年3月11日に発生した東京電力株式会

社福島第一原子力発電所の事故を受け、2012 年

10 月に原子力災害対策指針が制定されたことに

伴い、宮城県において、「宮城県地域防災計画 第

２章第 13 節１」の規定に基づき、関係市町が避

難計画を作成する際に必要となる基本的事項を定

めた「避難計画〔原子力災害〕作成ガイドライン」

を作成した。そして、同ガイドラインに沿い、石

巻市においても、同計画が作成された。 

 

宮城県が作成した「避難計画〔原子力災害〕作

成ガイドライン」及び、同ガイドラインを基に作

成された石巻市の「原子力災害時における石巻市

広域避難計画」（2017 年 3 月作成）の実効性や

問題点についての検証を、私たちは 2018 年 4

月から実施してきた。同ガイドラインないし同計

画を詳細に検討し、７月には「女川原発避難計画

の検証」－避難はできるのか？避難後はどうなる

のか？－という学習講演会を重ねながら、また、

実際に検証メンバーが同計画による避難ルートを

踏査するという実証も行ってきた。 

 

このような検証により、同ガイドラインないし

同計画の実効性に疑問を抱き、11 月に「女川原

発の避難計画を考える会」を発足させ、12 月 4

日、宮城県と石巻市に対し、考える会として 11

項目の質問と「合同公開説明会の開催」を求める

要望書を提出し、12 月 20 日までの回答を求め

た。 

 

後日、石巻市からは、「膨大な検討事項になるこ

と」「県との調整のため、１月中には質問事項への

回答を書面でする予定であること」「1 月 24 日に

県の原子力防災訓練があり、その準備等で多忙で

１月一杯かかること」「合同説明会については、検

討中であるが、『公開』とすると住民の不安を煽る

ことにもなりかねないので、当団体のもとに説明

に出向き、説明することは可能であること。」「い

かなる方法で説明の場を設けるか（設けないか）

についても１月中の質問事項への回答の際に合わ

せて回答したい。」旨の連絡があった。 

 

＝質問事項＝ 福島第一原発事故の教訓が 

反映されているのか！ 

 

質問事項は、福島第一原発事故の教訓が反映さ

れ、実効性が伴っているのか、という視点から作

成された。 

ＰＡＺなど優先的に避難させる有効な手段はあ

るのか？ ＵＰＺ内住民が避難できるまでの待機

時間は？屋内退避が困難な場合はどうするのか？ 

と「段階的避難のための待機について」の質問を

はじめ、「避難退域時検査所について」の質問で

は、「候補地の選定の適切さ」や「交通渋滞シミュ

レーション策定」「検査時間に要する時間」、自家

用車での避難で石巻市の計画では８万世帯＝16

万台の車両数を仮定しているが、石巻市民の避難

退域時検査所「鷹来の森公園」（東松島市）は、出

入口が一か所でアクセス道路が一車線で、待機車

両が公道にあふれ出すが対策は？ さらにこの渋

滞で「退域検査責任者など職員配置と職員が検査

に到着できる保証の問題」などを指摘している。

これらの質問は、検証メンバーが現地を歩いて確

認した実態に基づいて作成したものである。 

 

避難退域時検査所から各地に指定されている避

難所受付ステーションへの「避難経路の問題」、

「避難所受付ステーション」での車両が路上に溢

れ出る対策と手段、「車両での路上待機可能時間」

については、被ばくの危険性と合わせて食料、ト

イレ、ガソリン確保の対策、（検証メンバーによる

避難ルート踏査では、コンビニ数、ガソリンスタ

ンド数もカウントしてきた）さらには、避難所受

付ステーションで受け付けできなければ、避難所

は使用できず「避難計画」自体が崩壊しないのか？

と尋ねている。 

 

「避難先の自治体が複合災害に見舞われ受け

入れ拒否された場合の対策」「バスによる広域避

難について」「病院・高齢者施設、障がい者施設

の入院患者、利用者の避難について」「安定ヨウ

素剤の事前配布」「行政機能の移転について」「オ

フサイトセンター（現地本部）の関わりについて」

と多岐にわたる質問書となっている。詳細な説明

はこの紙面では割愛するが、いずれにせよこれだ

け質問、疑問事項が出てくるくらい、実効性につ

いては困難な計画であることは明らかである。 

 

石巻市は、「『公開』とすると住民の不安を煽る

ことにもなりかねない」と、公開説明会には否定
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的な姿勢であるが、住民を避難させるのであれば、

その対象者に向けてしっかり説明責任を果たすこ

とが自治体の基本的姿勢であろう。 

女川原発２号機の再稼働を許さない一つの運動

として避難計画の不備のままでの再稼働はあり得

ないことを示しながら活動を進めていくことにし

たい。 （会員ｈ） 

 

 

２度の ｢満員札止め｣ を体験して 
－朗読劇「線量計が鳴る」仙台アンコール公演－ 

 

催しを主催実行するには普通、チラシの段階か

ら表現に工夫をこらし、方々に宣伝して集客努力

をして、となるが。中村敦夫氏のこの朗読劇は違

った。「お断り」努力を、11 月公演に続いて行う

ことを余儀なくされた。 

 

11 月７日の宮城野区文化センターでの公演の

際、大幅なキャパオーバーが確実となるや、「お断

りの代償」として急遽決定したのが今回のアンコ

ール公演だが。またもや同様の事態となった。 

その日程設定は、主演者と会場の調整で実現し

た。１月 11 日、連休直前の平日昼間、正月松飾

りの下、寒い寺本堂で。「悪条件」の中、法運寺で

のこの種の催しの記録を更新する百八十名もの来

場となった。運動面や実行委としてもさりながら、

まずは当寺住職として感謝申し上げたい。 

  

一般ホールでの 11 月公演に対して今回は寺本

堂。いわばイレギュラーな会場での舞台作りの妙

味は準備段階から感じ取ることになった。照明と

音響の調整は欠かせない。高い天井からどうやっ

て吊るせばと思案する中、高所作業用の脚立に着

目、縁の下から取り出し、器具を設置した。意図

したわけではないが、これは能に於ける「作り物」

として機能したように思う。福島第一原発の苛酷

事故ですべてを失った元技術者が、その「廃墟」

に思いを寄せつつ独白する。その象徴的光景とし

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの会場設営は、前日昼から。明るい本堂

を暗幕や黒紙で覆い、座席設定もあれこれ悩み、

みんなで作り上げていく。夕方主演者が来場し点

検、作業スタッフらと共に夕食懇談会を催した。 

 

さらに、こうした大盛況の翌日本番と合わせ２

日間の催しに於ける充実感は、私の場合終始仏祖

三宝に見守られて、の感慨に重なる。福島事故と

事故後のこの国の情況。人間はどこまでかくも愚

かで貪欲で悲し過ぎる存在なのだろうか。釈尊の

深い懊悩と嘆息が実感される今日の惨状を照射す

る舞台とはなったか。 

 

朗読劇は、元技術者の個人史と事故後の描写か

ら、それらをもたらした原発導入の歴史や原子力

ムラの救い難い実態を表出していく。もはや打つ

手なしの窮状に、安直な希望などはない。どうす

るのか。答えははっきりしている。そのための、

知識や情報で、ではない感性と（私に言わせれば）

信心で、勇気と力を自分のものにしていくのだ。 

閉会の挨拶では、劇中の『オウム原発真理教』

を引き取って、国策疑似宗教との闘いを、高揚感

の中にも、自身に言い聞かせつつ表明した。 

 

それにしても。この２度に渡る「満員札止め」

は何を意味するのか。主演者の中高年世代に於け

る抜群の知名度によるものか。テーマの関心度か。

いずれにしても、主演者の渾身の表現力と言葉の

真実性、そして 70 代後半にして俳優人生の集大

成を込めたと思われるド迫力に負っているのは確

かだろう。百回の公演目標は着々と重ねている。 

次にまた次に、私たちの思いをつないでいく。

そこにこそ「希望」を託したい。劇中、にわか仕

立ての暗幕が一部はがれ、僅かに光が漏れた。決

して粋な演出ではない。ハラハラする反面、妙な

「嬉しさ」も一人込み上げてきた。 

 （梅森寛誠） 
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 寄稿    “脱原発は福島から” 

― 分断を乗り越えるために ― 
                   高橋 寛（さようなら原発米沢 代表） 

 

反原爆は広島・長崎からと言われるように、反

原発は福島からと言われていないのは何故なので

しょうか。福島大学のキャンパス内に「宗教団体

や反原発などの団体による外部からの勧誘に注意

しましょう」という看板が立てられています。言

論の自由が尊ばれるべき大学内において、反原発

が非合法化されているのです。なぜこんなことに

なってしまったのでしょうか。 

 

[避難した人・留まった人] 

 

 福島第１原発が爆発したとき、とっさにある人

は逃げ、ある人は留まりました。その判断の理由

は千差万別で、理性的な判断ができた人はほとん

どいなかったのではないでしょうか。大部分は、

その時の偶然の積み重ねが多かったと思われます。

しかし始めのこのちょっとした違いが、その後の

大きな違いへと発展してしまいました。 

 逃げた人は自分の判断が正しかったことを確認

したくて、放射能の怖さを知ろうと、一生懸命情

報を集め、放射能を測定しようとしました。しか

し避難生活では家族がばらばらになったり、仕事

を失ったりで、経済的に大変苦しむことになりま

した。 

 一方残った人は、放射能が安全だよという話に

飛びつき、放射能に対する不安を出来るだけ忘れ

ようとしました。しかし子供のある家庭では、も

し子供に将来何かが起こったら子供にどう言い訳

すれば良いのかという不安を抱えることになりま

した。 

 震災直後、経営していた工場をたたんで米沢に

避難していた人の話を聞いたことがあります。た

まに福島に戻って工場周辺の放射能を丹念に測り、

昔の仲間と飲み屋で酒を飲んだ時、放射能の測定

値を見せようとしたら、喧嘩になったということ

です。もうすでに逃げた人と残った人の間に分断

が芽生えていたのでした。 

 

[放射能安全神話] 

 

 しばらくして“美味しんぼ”という漫画の鼻血

問題が大きな社会問題になりました。放射能でガ

ンになる話はよく知られていましたが、放射能で

鼻血が出るという話は余りにも馬鹿げた話と受け

止められてしまいました。福島で放射能の不安に

必死に耐えて頑張っている人たちの心情を逆なで

するもので、必要以上に放射能の危険性を煽るも

のだという義憤が巻き起こりました。 

 さようなら原発米沢では清水修二氏（福島大前

副学長）に講演をお願いしたことがありますが、

著書「原発とは結局なんだったのか」の中で、次

のように述べておられます。 

○「このような大災害が生じ、住めないといわれ

る場所に住んでいると、脱原発だの反原発だのを

唱える側の人々の声に時には抑えがたい怒りを覚

えることすらある。」 

◯「福島の子どもや母親に向かって“そんなに心

配することはない”という学者は反原発サイドか

らは御用学者だと指弾されるが、そこで生活して

いる住民にしては専門家のそうした言葉が日常の

やりきれないストレスを多少とも減じてくれる。」 

 そして放射能の不安を口にすることは周囲の不

安を煽ることになるのだという世論が形成され、

行政による放射能安全神話のキャンペーンが大々

的に繰り広げられるようになりました。福島県産

の農産物を学校給食に使おうなどという考えはそ

の象徴です。  

 しかし実際に鼻血を出した子供が沢山いたので

す。それを訴えるお母さん方の、か細い声は、周

囲に溢れる正義の声に押しつぶされてしまいまし

た。そしてこの正義の声に、国や県の行政と東電

が便乗してきたのです。 

 本来はこのような取り返しのつかない事故を起

こしてしまった東京電力に、第１義の責任があり

ます。例え故意ではなかったにしても、世に過失

責任という言葉があるように、罪に服するべきな

のです。しかし東電と国のもたれ合いが、責任の

所在を曖昧なものにして、誰も責任を負う人が見

えない状態になってしまいました。 

 

[放射能の怖さ] 

 

 放射能は生き物にとって本来非常に怖いもので

す。放射線には αアルファ線(ヘリウム原子核)・

βベータ線（電子）・γガンマ線（電磁波）があ

ります。前２つは粒子線で遮蔽物で遮られやすく、

通常野外で測定されるのはγガンマ線です。とこ

ろが食物や呼吸を通して放射性物質が体内に取り

入れられると、遮蔽するものがなく至近距離から

α・β・γ全ての放射線が細胞を常時攻撃するた
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め、大変危険なことになります。 

 放射線による細胞の損傷は大きく二つに分けら

れます。まず第１は細胞核内の遺伝子の損傷です。

異常な遺伝子をもつ細胞が分裂し増殖すると、ガ

ンを発症したり奇形をうむことになります。特に

発育途上の子どもは細胞分裂が活発なために、成

人の３～４倍も危険です。逆に高齢者のガンは放

射線がその主要な原因ではなくなります。 

 第２の損傷は放射線照射で発生した活性酸素が

細胞膜を破壊することです（ペトカウ効果）。こ

のため免疫機能が低下し、風邪などの病気にかか

りやすくなります。また活性酸素は呼吸作用を司

っているミトコンドリアの働きも阻害するために、

ぶらぶら病と言われるようなエネルギー不足の無

気力な体質を惹き起こします。“放射能を気にし

ているからかえって病気になるんだ”などという

批判は、全く当たらないことです。 

 

[原発事故被害者としての連帯] 

 

 震災後制定された“原発事故子ども被災者支援

法”では「避難した人も、留まった人も、帰還す

る人も、自らの意思で選択できるように、国が住

宅確保や生活再建を支援する」と定められていま

す。もしこの通り遵守されるならば、避難した人

には住宅手当を、留まった人や帰還した人には無

料の健康診断や医療を保証することになる筈です。

そして避難した人も、留まった人も、共通に放射

能の怖さを語り合い、共に原発事故被害者として、

手を取り合うことができる筈です。 

 

[福島に留まった人の未来] 

 

 放射能が怖いということは分かっていても、

様々な事情で福島に留まらざるを得ない人は沢山

います。福島県民全員が他県に避難するなどとい

うことは到底できません。そこで人々が福島で生

きてゆくとき、やはり前途に何がしかの希望が必

要です。すなわち復興が必要なのです。しかしそ

れは放射能の怖さを忘れることでは無い筈です。

“放射能の怖さ”とか“原発反対”を自由に発言

できるような復興でなければなりません。それが

どのようなものであるかを以下に具体的に考えて

見たいと思います。 

 

(1) 公費による保養制度の推進 

 ある期間放射能の無い地域で生活することを保

養と言います。こうすることで、それまで体内に

蓄積された放射性物質が排泄されるということで

す。チェルノブイリ原発事故の起こったベラルー

シでは国費で子供達を国外で保養させる制度があ

るということです。 

 日本でも民間に保養活動を行っている団体があ

ります（福島の子ども保養プロジェクト in 久米

島－沖縄・球美の里－ など）。しかし福島の子

供がここに行きたいというと、周りから白い目で

見られることがあるそうです。そこで周りに断ら

ずに参加できるように週末土日だけ実施している

団体もあります（あさひ自然観－森の休日－）。

保養活動を民間の善意に任せた日陰の活動のまま

にしておくのではなく、公的に財政支援を行い、

学校教育の一環として取り入れるべきです。 

 さらに子供一人一人に健康手帳を与え、健康診

断や保養実績の記録を残すべきです。 

これは将来結婚を考えるときの安心の拠り所と

なる筈です。 

 

(2) 太陽光発電 

 福島には膨大な汚染地域が広がっています。放

射能の害を受けずに活用する方法として、太陽光

発電基地の建設が最も現実的と思われます。すで

に会津電力や飯館電力が動き出しています。 

近頃はソーラーシェアリング（発電と農業のハイ

ブリッド）も試みられ、特に菜種は畑からセシウ

ムをよく吸収するが、絞って油にするとセシウム

を含まないということなので、大変有望と思われ

ます。 

 耕作を諦めてしまった農地を太陽光発電に利用

すれば、原発なみの発電所になるのでは無いでし

ょうか。ただし地元にしっかり還元されることが

前提であり、中央の資本や外国資本に食い荒らさ

れることは避けるべきです。 

 

(3) 脱原発マークの農産物 

 福島の大部分の人は大地にしっかりと根をはっ

て生きて来ました。それが突然大地から引き剥が

されてしまったわけです。避難先で賠償金で生か

されたとしても、そこには農作物を作っていたと

きの喜びと生きがいは無くなりました。これがど

れほど悲しいことであるかを私たちは共感しなけ

ればなりません。放射能に対する多少の不安はあ

るにしても、福島の人が農産物を育てたいと思う

心は大変よく分かります。そして放射能の少ない

農産物を生産しようと、血の滲むような工夫と努

力がなされました。例えば畑の表面の土と深部の

土を入れ替えて放射能を地中に閉じ込るなどとい

う工夫です。しかし生産された農作物を換金しよ

うとして、壁にぶつかってしまいました。 

一般に風評被害と呼ばれています。官民あげてこ

れを跳ね除けようとする努力がなされていますが、

福島県産という名に漠然とした不安が付きまとっ

てしまいます。 
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 そこでこの壁を突破するには全国の還暦を過ぎ

た高齢者にその出番があると思います。放射能に

よる健康障害に鈍感な年代であり、このような世

の中を作って来た責任があります。 

今こそ率先して福島の人々の心の復興に手を貸

さなければいけないと思います。 

 しかしこのままでは、福島の経済の復興をうた

い、原発事故をないものにしようとしている国の

政策にのせられてしまう心配があります。これと

一線を画するために、農作物商品に放射能測定値

と共に「脱原発は福島から！」というロゴマーク

をプリントしてもらえないでしょうか。そうすれ

ば全国の脱原発の団体が、福島の心の復興を手助

けすることが出来ます。 

東京電力福島原子力発電所は第１・第２とも廃

炉が決まり、福島は脱原発の先進県なのです。 

 

[福島の心の復興] 

 

 全国から福島に支援の輪が広がれば、福島の

人々は自信を持ちます。そして国や県の権力者に

おもねることなく、(1)の公費による保養制度を国

に要求できるようになるのではないでしょうか。 

「放射能が怖い」ということは人間の基本的人権

の一つです。 

これを前提にした福島の「心の復興」を訴えた

いと思います。 

 

※編集注※ 「さようなら原発米沢」は、6年前

に発足、ほぼ毎月1回講演会や映画会などの集い

をもち、今年１月には60回目のつどいを開催。

2014年に女川原発PRセンターを見学し、“女川

から未来を考える会”と交流。2016年6月には

東北大学在学時女川原発反対で現地に泊まり込ん

で活動した小出裕章氏の講演会を米沢で開催。 

（空） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集雑記】 

●昨年12月12日、「脱原発をめざす宮城県議の会」

が、県議会棟第一応接室で、「再生可能・自然エネ

ルギー先進国の現状等に関する調査団報告会」を

開催。調査団は、2018年9月4日～12日、フィ

ンランド・オーストリア・ドイツの3カ国を7名の

議員で行政視察し、A4判45頁のカラー印刷の『報

告書』を作成した。報告会には、県議17名と市民

7名が参加。調査団団長の佐々木功悦県議の挨拶

の後、岸田清実県議がフィンランドの使用済み核

燃料最終処分場オンカロの視察報告、髙橋啓県議

がオーストリア・グラーツの再生可能エネルギー

視察報告、渡辺忠悦県議が同じくグラーツのボイ

ラー技術を中心とした報告、菅間進県議がドイツ

博物館「エネルギー特別展」の調査報告、ゆさみ

ゆき県議が独フライブルクの地域エネルギーの自

立によるまちづくりの報告、坂下やすこ県議がご

当地エネルギーを生かす独ライン・フンスリュッ

ク郡視察報告、をそれぞれ述べた。『報告書』に興

味のある方は、風の会までお問い合わせ下さい。

（空） 

 

 

みやぎ脱原発・風の会 会計報告 

（2018 年１月１日～12 月 31 日） 

繰越金      724,300 円 

《収入》会 費   304,600 円 

カンパ    51,000 円 

      合 計   355,600 円 

《支出》印刷費    56,474 円 

通信費   117,840 円 

活動費   243,000 円 

その他    13,321 円 

      合 計   430,635 円 

《残金・繰越金》  649,265 円 

 

昨年も多額の会費・カンパが寄せられていま

す。ありがとうございます。そのお気持ちに応

えられるよう、今年も活動を続けて行きたいと

思います。 

■□2019 年会費振込みのお願い□■ 

《郵便振替口座》02220－3－49486 

《口座名》みやぎ脱原発・風の会 

会  費●3000 円／年 

 賛同会費●1000 円／年 
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【インフォメーション】 

[詳細はそれぞれの主催者に確認して下さい] 

 

第 310 回＆第 311 回＆第 312 回 

＆第 313 回＆第 314 回 

女川原発再稼働するな！ 

子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ 

In 仙台   （略称：脱原発みやぎ金曜デモ） 

https://twitter.com/miyagi_no_nuke 

http://twipla.jp/events/27716 

日時□1 月 25 日（金）勾当台公園野外音楽堂 

2 月 1 日（金）勾当台公園野外音楽堂 

2 月 8 日（金）勾当台公園野外音楽堂 

2 月 15 日（金）勾当台公園野外音楽堂 

（18 時 10 分集合、18 時 30 分デモ出発） 

2 月 24 日（日）錦町公園 

（14 時 10 分集合、14 時 30 分デモ出発） 

主催□みやぎ金曜デモの会（代表 西） 

（090-8819-9920 電話は 20 時～22 時まで） 

e-mail:miyagi.no.nuke@gmail.com 

 

みんなで決める会 1・27 学習討論集会 

      「実現しよう！ 県民投票」 

－11 万４千の署名を力に－ 

講師□武田真一郎氏（成蹊大学法科大学院教授。

専門は行政法。沖縄の辺野古新基地「県

民投票」のブレーン的存在。） 

日時□1 月 27 日（日）13 時 30 分～15 時 30 分 

会場□エルパーク仙台・ギャラリーホール 

（三越定禅寺通り館 6 階） 

主催□女川原発再稼働の是非をみんなで決める 

県民投票を実現する会（みんなで決める会） 

連絡先：022-724-7627 FAX: 022-724-7629 

メール：kenmingakimeru@gmail.com 

HP：http://minnadekimeru.jp/  

Twitter：みんなで決める会(@minnade_kimeru) 

Facebook：https://www.facebook.com/ 

女川原発再稼働の是非をみんなで決める県民投

票を実現する会 

 

放射能汚染廃棄物の焼却差止め大崎住民訴訟 

第2回公判 2月5日（火）10時～ 仙台地裁 

 

放射能汚染ゴミの試験焼却ストップ 

「大崎住民訴訟」報告集会 

日時□2月10日（日）13時30分～15時30分 

会場□エルソーラ仙台大研修室（アエル28階） 

主催□放射能汚染廃棄物「一斉焼却」に 

反対する宮城県民連絡会 

電話 022-399-6907  FAX 022-399-6925 

≪仙台高裁での、今後の裁判期日≫ 

☆「生業を返せ、地域を返せ！」福島原発訴訟 

控訴審第 3 回公判 2 月 22 日（金）14 時～ 

 

☆『ふるさとを返せ』福島原発避難者訴訟 

控訴審第 2 回公判 2 月 18 日（月）14 時～ 

 

みやぎ福島原発損害賠償請求訴訟 

（ふるさと喪失訴訟）  仙台地裁 

「原告本人尋問」1 月 22 日（火）13 時 30 分～ 

2 月 14 日（木）10 時～ 

3 月 5 日（火）10 時～ 

 

ふるさと黒川の生命と水を守る会 

結成１周年記念集会 

放射能汚染廃棄物の本焼却ストップを！ 

日時□3 月 17 日（日）午前 9 時 30 分～12 時 

会場□大和町まほろばホール大会議室 

主催□ふるさと黒川の生命と水を守る会 

電話 080-8203-1363 

 

 

 

 

【もくじ】 
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